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特　集 大中口径管推進工法の基礎知識③ 泥濃式編

はじめに1

　密閉式推進工法は昭和40
年代に始まり、50年代に「泥
水式推進工法」「泥土圧式
推進工法」の2工法が普及
しはじめた。ほぼ、この2工
法で設計採用が落ち着くかと
思いきや、50年代後半に九
州地区で開発された「超泥
水加圧推進工法」（現在の
泥濃式推進工法）が滋賀県
や兵庫県姫路市で採用され
はじめ、またたく間に、関西、中部地区で爆発的に採
用が増え、平成4年頃には、泥水式を追い越し同工法
の採用が日本国内のトップになりました。平成8年には泥
濃式と分類され同様な工法数も増え、現在では推進で
スタートし途中からシールド工法に切り替わる「推進シー
ルド切替え型工法」までに工法が発展してきました。
　今考えると「大きな余掘り」「目詰材を大量に含んだ
作泥材の注入により、攪拌混合し高比重で高粘性の泥
水を創り上げ吸引排土する」というこれまでの常識を破
るシステムにより呼び径800〜1500の中口径において高
い掘削効率を上げたことが、他の2工法に圧倒的に差
をつけた要因と思われる。

泥濃式推進工法の基礎
解 説
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（mm）

呼び径

泥水式 泥土圧式 泥濃式

排泥管 リボンスクリュトラフ
内径の2/3

ピンチ
バルブ管

800 100〜150 250
900 100〜150 φ284×2/3＝189 300
1000 100〜150 φ318×2/3＝212 330
1100 100〜150 φ318×2/3＝212 360
1200 150 φ318×2/3＝212 400
1350 150 φ368×2/3＝245 430
1500 150 φ368×2/3＝245 480
1650 150 φ368×2/3＝245 480
2000 150 φ419×2/3＝279 480
2200 150 φ419×2/3＝279 480
2400 150 φ519×2/3＝346 480
2600 150 φ519×2/3＝346 480

表−1　工法別の排泥機構通過径

図−1　泥濃式推進工法の概要
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　泥水式は、泥水ポンプを使用して流体輸送するため、
比重や粘性を上げると、輸送が困難になる。泥土圧式
は、高比重、高粘性の作泥を注入することは可能でも、
スクリュコンベヤによる排土の特性から、排土口径、止
水性の両面から排土効率は泥濃式より低くなる。また、
圧送排土方式は土質の制限が大きく、トロバケット方式
では、ベルトコンベアを連結すれば、連続排土は可能と
なるが、坑内が狭隘になったり、泥はねによって坑内が
汚れることで敬遠されることもある。呼び径1500以上の
管径で距離も200m程度あれば、バッテリーカーを使用
すれば、排土効率は上がる。
　泥濃式では掘進機の構造がシンプルなため、発進お
よび到達立坑を小さくしたり、以前は残置しか方法がな
かった既設マンホールへの到達も、あらかじめ掘進機を
分割回収しやすいように製作した「回収型掘進機」が
開発されたことにより大幅なコスト縮減が図れたことも市
場占有を大きくした要因となっている。

　本稿では泥濃式推進工法の設備機械について解説
する。

泥濃式掘進工法の基本概念2

　図−1に泥濃式推進工法の概要図、図−2に切羽安
定の概要図を示す。

泥濃式推進工法用掘進機3

　ここではエスエスモール工法の掘進機について解説
する。
（1）標準型掘進機

　　（普通土、砂礫土用、　呼び径800〜2600）

　泥濃式は基本的に取込み型なので、普通土から砂
礫層までが適用土質である。これは、呼び径の1/3程
度の口径の排泥管（ピンチバルブ管）を装備しているか
らである（図−3）。

図−2　切羽安定の概要

図−3　普通土、砂礫土用掘進機

ピンチバルブ管


